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1．試験の種類

2．試験　No．BO1009

3．被験物質の名称

　　　　オレイン酸メチル （別名二K－1588）

　本試験は、「新規化学物質に係る試験及び指定化学物質に係る有害性の調査の項目等を定める省令

第4条に規定する試験施設について」　（平成12年3月1日：環保安第41号、生衛発第268号・

平成12・02q4基局第1号改正）　（平成13年1月24日：医薬発第43号、平成13・01・
23製局第1号、環保企第13号一部改め）　（化学物質G　L　P）に従って適正に行われており、最
終報告書には、試験で使用した方法および手順が正確に記載され、報告結果は、試験の生データを正

確に反映していることを保証する．

　なお、当施設で定めた信頼性保証業務標準手順書による監査・査察の状況は下記の通りである．

己看口

　　　　対　　象

試験計画書確認

試験施設査察（試験前査察）

試験の実施状況
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2001年　7月　4日
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2001年　7月　3日

2001年　7月　4日

［再試験による監査、査察ユ

試験施設査察（試験前査察）

試験旛設査察（試験前査察）

試験の実施状況

　監査及び査察（BOD試験開始日）

　監査及び査察（B　OD試験開始日）

　監査及び査察（B　OD試験終了日）

最終報告書監査

2001年　7月10日
2001年　7月23日

2001年　7月12日
2001年　7月25日

2001年　8月22日
2001年　9月28日

2001年　7月11日
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2001年
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試験の目的及び試験結果要約

　新規化学物質K－1588の安全性評価の一環として、微生物分解性を調べるために環保業第5号，薬

発第615号，49基局第392号〈微生物等による化学物質の分解度試験＞に基づいた方法で分解度試

験を行った．

　その結果、本試験条件下における28日後の酸素消費量による分解度は、平均91％であった。

　直接定量によるK－1588の残存率は、被験物質分解区；平均0％、被験物質一水区；96％であり、分

解度は平均100％であった。

　以上の結果より、K－1588は本条件下において微生物等により分解され易いと考えられる。

　なお、アニリンの分解度は、暴露試験開始7日後で48％であったので本試験は有効である。

緒言

　新規化学物質K－1588の安全性評価の一環として微生物分解性を讃べるために分解度試験を実施し

た．

試験材料および試験方法

L採用した試験方法

　環保業第5号，薬発第615号，49基局第392号く微生物等による化学物質の分解度試験〉に基づい

た方法で分解度試験を実施した．
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2．被験物質　　　　　尊

名称：オレイン酸メチル

　別名IK－1588

　CasNo．1112－62－9

構造式：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

分子式：C、gH3602

分子量：296．49

しot　No．：ELQ7116

純度：99，8％

外観・形状：ほとんど無色の液体

一溶解度：水；0．OOlg／L未満（20℃）

保管条件：冷暗所

同定：産業技術総合研究所IRスペクトル（付図3）と試験施設測定IRスペクトル（付図4）の比較及び

　　試験施設測定NMRスペクトル（付図8）、MSスペクトル（付図9）によって確認。

安定性：保管条件下；暴露試験開始日測定IRスペクトル（付図5）と暴露試験終了目測定IRスペクトル

　　　　　　　　（付図6）の比較によって安定であることを確認。

　　　試験条件下；分解度試験のため不要

3．対照物質

　名称　　　　：アニリン

　構造式

臨
－
○

分子式　　　：C6HマN

分子量　　　！93．13

Lot　No、　：D1817X

メーカー　　　：石津製薬製　試薬特級（∬S　K8042）純度199％

2
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4．試薬

　りん酸水素ニカリウム

　りん酸二水素カリウム

　りん酸水素ニナトリウム12本塩

　塩化アンモニウム

　硫酸マグネシウム7本塩

　塩化カルシウム

　塩化第二鉄6水塩

　ノーダライム

　フタル酸水素カリウム

炭酸ナトリウム

　炭酸水素ナトリウム

　ヘキサン

　硫酸ナトリウム（無水）

石津製薬製

石津製薬製

石津製薬製

石津製薬製

石津製薬製

石津製薬製

石津製薬製

石津製薬製

石津製薬製

石津製薬製

石津製薬製

石津製薬製

石津製薬製

試薬特級

試薬特級

試薬特級

試薬特級

試薬特級

試薬特級

試薬特級

二酸化炭素吸収用

試薬特級

試薬特級

試薬特級

試薬特級

試薬特級

5．使用生物

　活性汚泥：財団法人化学物質評価研究機構化学物質安全センターより2001年7月19日に入手した

　　　　　標準活性汚泥を当試験室で温度25±2℃、溶存酸素5mg／L以上、pH7．0±1．0で培養

　　　　　管理した汚泥。（汚泥No．130719）

　活性汚泥の懸濁物質濃度測定結果（2001年7月24日）：4771mg／L

6．試験装置

　クーロメ一夕

　データサンプラー

：大倉電気製OM－2001A型

：旭テクネイオン製DS－3

7．試験条件

　試験温度：25．0℃

　試験液量：300mL

　試験水1日本ミリポア製超純水製造装置による自製

　試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因：無

8．試験濃度

　汚泥懸濁物質濃度

　被験物質濃度

　30mg／L

1100mg／L

3
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9．暴露試験期間

　28日間（2001年7月25日～2001年8月22日）

10、観察、測定、検査及び分析の種類と頻度

　温度，被験物質の溶解状態，試験液の色，汚泥の増殖状況観察：1日1回観察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（但し、休日合計12日間を除く）

　酸素消費量の測定汐一ロメ一夕による28日間連続自動測定

　試験液のpH測定：試験終了後、クーロメ一夕より取り出した直後に測定

　被験物質の残留量測定：試験終了後、試験液を前処理してガスクロマトグラフィー（GC）により分析

11．被験物質の残留量測定法

11．1直接定量の前処理

　　　基礎呼吸区、被験物質分解区及び被験物質一水区

　　　　試験液300mL

　　　　　　　つ日測定

　　　　　　　・純水約5mし及びヘキサン約5mし（電極洗浄）

　　　500mしの分液ロートに移す

　　　　　　　・ヘキサン100mL（うち約20mLX3回で培養瓶内洗浄）

　　　　　　　・振盪5min（250回／miロ）、静置5min

ヘキサン層 水層

・ヘキサン100mL

・振盪5min（250回／min）、静置5n廿n

ヘキサン層 水層

・硫酸ナトリウム（無水）約50gで脱水

・ヘキサン約10mLX2回で硫酸ナトリウムの洗浄

・約20mしになるように減圧濃縮

（ウォ一夕ーハ’ス約40℃、回転速度2回転／sec［目視］）

・ヘキサンにて100mしにメスアッフ’

GC分析

定量限界13，0mg／L

4
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11．2ガスクロマトグラフ分析条件

　装　　　　置：島津製作所製GC－17Aシステム

　検　出　器：水素炎イオン化検出器（ドID）

　データ処理装置＝島津製作所製CLASS－GClO

　カ　　ラ　ムlDB－t　O，55mm1．D．x　l5m膜厚L5μm

　カラム温度：200℃

　試料気化室温度1250℃

　検出器温度：250℃一

　キャリアーガスニHe

　流　　　　■　量120mし／min

　R　A　N　G　E二24

　AttenuaLion：6

　注入量：LOμL（全量注入）

く標準液の調製＞

　被験物質濃度として37．0～369．7mg／しの問で4点及び定量限界確認用として3．Omg〆しとなるように

ヘキサンで希釈したものを標準液とした。

113定量限界
　定量限界（確認済）：3．Omg／L

11．4添加回収率

被験物質分静区：98％

被験物質一水区：99％

　添加回収試験の結果より、試験終了液の直接定量による残存率及び分解度は回収率100％として

算出した。

12．データの解析に使用した統計学的方法等

　・GC分析検量線の回帰式ならびに回帰係数は、最小二乗法により算出した。

　・被験物質残留量（質量二mg，濃度二mg／L）及び酸素消費量（質量＝mg）は、小数点以下一桁に丸め、残

　存率及び分解度（％）は、整数に丸めて表示した。

　・数値を平均する場合は、算術平均とした。

　・数値の丸め方は、四捨五入とした。

13．準拠したGLP

　本試験は、「新規化学物質に係る試験及ぴ指定化学物質に係る有害性の調査の項目等を定める省令

第4条に規定する試験施設について」（平成12年3月1日1環保安第41号、生衛発第268号、平成12’

02・14基局第1号改正）（平成13年1月24日：医薬発第43号、平成13・01・23製局第1号、環保企第13

一号一部改め）（化学物質GLP）に基づき標準操作手順書に従って実施した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
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14．試資料の保管

　当該試験に関する記録及び試資料は広栄テクノサービス㈱のGLP施設が保有する試資料保管窒に保

管する。

15．異常値の有無

　　無

16・標準操作手順書及び／又は試験計画書からの逸脱

　無

試験結果

1．試験条件の確認

　付表1に示すように、酸素消費量より算出されるアニリンの分解度が暴露試験開始7日後で48％であっ

たので、本試験は有効である。

2、残存率及ぴ分解度

　　表1に示すように、暴露試験開始28日後の酸素消費量による分解度は、平均91％であり、直接定量

　による分解度は、平均100％であった。また、直接定量によるK－1558残存率は、被験物質分解区；・

　平均0％、被験物質一水区；96％であった。

　表1

No．
分解度（％）

試験区
平均値

付表 付図

3
被験物質分解区 92

酸素消費量

ﾉよる結果

4 被験物質分解区 94 91
付表1 付図1

5 被験物質分解区 88

残存率（％） 分解度（％）
No． 試験区

平均値 平均値
付表 付図

3
被験物質分解区 0 100

4 被験物質分解区 0 0 100 100直接定量

ﾉよる結果 5
被験物質分解区 0 100 付表2

付図

Q－1～

Q－76 被験物質一水区 96
一

注）No、：クーロメータ検出部のNo．を示す。

6
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3．暴露試験中及び暴露試験終了後に実施した観察及び測定

　　暴露試験期間（2001年7月25日～2001年8月22日）を通じて実施した1日1回の観察（但し、休日

　合計12日を除く）は、表2に示した。

表2
クーロメ一夕恒温槽温度 期間を通じ25、0℃であった。

被験物質分解区10～5日後　　1不溶

被験物質の溶解状患 6～28日後　　；不明車

被験物質一水区：O～28日後　1不溶
一

アニリン分解区　10・・2日後　　1やや白濁

3，4日後　　；観察せず（休日）

5～28日後　　；白濁～淡黄色

試験液の色 被験物質分解区：0～2日後　　1やや白濁

3，4日後　　；観察せず（休日）

5～28日後　　；白濁

被験物質一水区：0～28日後　；無色

アニリン分解区10～2日後　　二増殖なし

3，4日後　　；観察せず（休日）

5日後　　　；増殖が認められた
汚泥の増殖状態

被験物質分解区：0～2日後　　；増殖なし

3，4日後　　；観察せず（休日）

5日後　　　1増殖が認められた

申白濁のため不明

表3に試験終了液の観察及び測定結果を示した。

表3
被験物質分解区 被験物質一水区

クーロメータ検出部　No． 3 4 5 6

試験終了液の被験物質溶解状態 不明坤 不明幸 不明車 不溶

試験終了液の試験液の色 白濁 白濁 白濁 無色

試験終了液の汚泥増「殖状態 有 有 有 一

試験終了液のpH 7．29 7．26 7．29 7．14

卓白濁のため不明

4．被験物質の物質確認及ぴ保管条件下に於ける安定性確認

　物質確認；同定用（産業技術総合研究所データ）（付図3）と物質確認及び同定用（試験施設取得

　　　　データ）（付図4）と比較して、被験物質に相違ないことを確認した。

　安定性確認：暴露試験開始日（付図5）及び暴露試験終了日（付図6）にfR分析を行い、付図3，4とも

　　　　比較して試験期間を通じて安定であることを確認した。

7
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考察

　K－1588の本試験条件下における28日後の酸素消費量による分解度は、平均91％であった。

　直接定量によるK－1588の残存率は、被験物質分解区；平均0％、被験物質一水区；96％であり、分

解度は平均100％であった。

　以上の結果より、K－1588は本条件下において微生物等により分解され易いと考えられる。

結論

K－1588は本試験条件において、微生物等により分解され易いと判断された。

付表

付表1

付表2

酸素消費量分析測定表

GCによるK－1588残留量分析測定表
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図一1　　　BODチャート

試験番号：　　BO1009　（幽一）
装置番号：　　　　A－4　　　　　　　　0侮＆2Z

撒鰭：　　　　　　　　口■
　被験物質濃度：　　　100（㎎／の

　活性汚泥濃度：　　　30（㎎／の

　培　 養　温　度：　　　　25　±　 1’C

　培　養　期　問：　　　28日（7／25～8／22，2001｝

備考：

　　100

　　80　＝1二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．，ご∫二二法三三三三囑囹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．プ子”f一＝　・一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナノロ　　　　　　ロじロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／イ1・・＝ハ
暫　　60　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・！．‘‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ノ’，ノ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6く＾〆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆、4o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1！o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．〆”q自　　40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一、プグ〃1グが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一“‘輔’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　甲～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノノ　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　バぜ　　　コノロ
　　　　　　　　　　　　　　　　」イ’・！
　　20　　　　　　　　　　　　　　／　／
　　　　　　　　　　　　　　〆でノ
　　　　　　　　　　　　　ノラノ　　　　　　　　　　　　．〃シ
　　　　　　　　　　、ノク
　　　　　　　　　，”
　　　0　　　　　　　　　　　　『』』『’黒酒』＝面罵加鳳’＝＝鳳罵嵩二黒慰二」＝隠罵忠ゴ＝＝年’＝’＝諾＝二嵩＝串融姻囹

BOD　（㎎）
試　料　名

7日 14日 21日 28日
圧1　汚泥＋アニリン 44．9 66．4 69．3 69．4
囹　基　礎　呼　吸 1．2 ，1．2 1．2 1．2
囹　汚泥＋被験物質 26．5 48．0 71．2 82．5
囚　汚泥＋被験物質 26．6 47．9 75．8 84．8
囹　汚泥＋被験物質 23．9 47．8 76．O 79．7
團水＋被験物質 0．0 O．0 0．O 0．0
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培　養　期　問　（日　）
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